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楽しい遊び場
み～つけた

「無限の中心で」
「クラクフのりゅう」
～ポーランドの

昔話～
「あふれる家」

まはら　三桃／著
講談社

アンヴィル奈宝子／文・絵
偕成社

中島 さなえ／著
朝日新聞出版

数学オリンピックに挑戦する数学研究
部を取材することになった、文系少女
のとわ。部室では３人の男子部員が１枚
のプリントを前にして興奮していた。な
んでも、数学の難問を置いておくと誰
かが解答した状態になっているらしい。
数学はからっきしのとわと、数学男子た
ちのマスマティックな青春ストーリー。

お城の地下にすむりゅうを退治するた
め、強そうな男たちが集まりました。し
かし、りゅうのあまりの恐ろしさに男た
ちは逃げ出してしまいます。それを見て
いた靴職人のドゥラテフカは頭を使っ
て、りゅう退治にのりだし…。

わたしは小学校に上がるまで、どこ
の家も満員御礼で暮らしているのだ
と疑っていなかった…。中島らもを
父にもち、常に見知らぬ大人が平気
で寝泊まりする家で育った著者が、自
身の破天荒でファンキーな「家」を
舞台に、世にも奇妙な小学4年生の夏
休みを描く。自伝的長編。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

未
来
創
造
課
ま
で

広
告

☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ
家庭教師はあなたの味方です。



①フクイラプトルの恐竜モニュメント滑り台
②上空から見た道の駅「恐竜渓谷かつやま」
③ 家族連れが気持ちよく過ごせる、道の駅裏の親水広場
④ お土産物のほか、生産者が丹精込めた自慢の農林水
産物も人気

道
の
駅
登
録
証
を
伝
達

6
月
20
日
、
道
の
駅
の
オ
ー
プ

ン
に
先
立
ち
、
同
駅
内
で
関
係
者

に
よ
る
道
の
駅
完
成
の
集
い
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
道
の
駅
登
録
証
伝
達
式

で
は
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整

備
局
福
井
河
川
国
道
事
務
所
の
嶋

田
博
文
所
長
か
ら
、
山
岸
市
長
が

登
録
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

山
岸
市
長
あ
い
さ
つ
要
旨

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に

よ
る
人
の
移
動
自
粛
要
請
で
３
週

間
遅
れ
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し

た
が
、
結
果
と
し
て
恐
竜
博
物
館

の
再
開
、
移
動
自
粛
緩
和
の
タ
イ

ミ
ン
グ
と
な
っ
た
こ
と
は
大
変
喜

ば
し
く
思
い
ま
す
。

　

市
内
各
地
域
の
商
品
が
、
道
の

駅
と
い
う
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
で
デ

ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
は
生
産
者
・
消

費
者
と
も
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
道
の
駅
「
恐
竜
渓
谷
か
つ

や
ま
」
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

後
の
、
新
し
い
局
面
に
う
ま
く
適

合
し
て
、
勝
山
市
の
新
名
所
と

な
っ
て
、
人
気
を
呼
び
、
千
客
万

来
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま

す
。

嶋田所長（写真右）から登録証を
受け取る山岸市長

①①

③③

②②

④④

特集　ウィズコロナの時代を生きる

3 　　 広報かつやま７月号 №788

道の駅で　地域を元気に！道の駅で　地域を元気に！

　

県
立
恐
竜
博
物
館
が
、
予
約
・

入
替
制
を
導
入
し
て
再
開
し
た
こ

と
も
あ
り
、
か
つ
や
ま
恐
竜
の
森

内
で
行
っ
て
い
る
恐
竜
化
石
発
掘

体
験
や
か
つ
や
ま
デ
ィ
ノ
パ
ー
ク

の
利
用
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
19
日
か
ら
県
境
を

ま
た
ぐ
移
動
が
全
面
的
に
解
禁
と

な
り
、
市
内
で
も
県
内
外
か
ら
の

人
の
流
れ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
６
月
20
日
に
は
、
道

の
駅
「
恐
竜
渓
谷
か
つ
や
ま
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
市
民
を
は
じ
め
、

県
内
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

永
平
寺
町
か
ら
友
達
連
れ
で
来

ら
れ
た
主
婦
の
方
は
「
買
い
物
の

つ
い
で
に
寄
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん

な
品
物
が
あ
り
、
ま
た
来
て
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
と
親
水
広
場

で
遊
ん
で
い
た
市
内
在
住
の
マ
マ

さ
ん
か
ら
は
「
子
ど
も
と
遊
べ
る

場
所
が
増
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。

お
い
し
そ
う
な
食
事
も
あ
っ
て
、

ま
た
利
用
し
た
い
で
す
」
と
喜
び

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅

は
、
こ
れ
ま
で
自
粛
を
続
け
て
き

た
市
民
に
と
っ
て
も
、
少
し
息
抜

き
が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

７
月
14
日
㈫
か
ら
は
県
立
恐
竜

博
物
館
が
本
格
オ
ー
プ
ン
す
る
ほ

か
、
国
が
行
う
観
光
需
要
喚
起
策

「
Ｇ
o
Ｔ
o
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が

控
え
る
な
ど
、
人
の
流
れ
は
さ
ら

に
加
速
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
交
流
が
増
え
て
い

け
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
可
能
性
は
ど
う
し
て
も
高
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
あ
る

中
で
、
勝
山
市
版
「
新
し
い
生
活

様
式
」
と
施
設
使
用
基
準
を
し
っ

か
り
と
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
市

民
の
皆
さ
ま
自
身
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

勝山の魅力　つめ込もう

道の駅「恐竜渓谷かつやま」がオープン

市
内
に
も
人
の
流
れ

人
の
流
れ
は
さ
ら
に
加
速

感
染
症
対
策
が
カ
ギ

持続可能なまちへ持続可能なまちへ
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特集　ウィズコロナの時代を生きる

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

㈱
東
急
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
を
元
気
づ
け
た

い
と
、
冷
凍
豚
カ
ツ
２
４
０
８
枚

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

カ
ツ
は
、
６
月
10
・
11
日
に
各

小
学
校
の
給
食
で
、
し
ょ
う
ゆ
カ

ツ
丼
に
調
理
し
子
ど
も
た
ち
へ
提

供
し
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
、
勝
山
管
工
事
業
協

同
組
合
か
ら
、
非
接
触
型
体
温
計

を
12
本
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
５

ℓ
を
24
本
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
児
童
生
徒
用
に
各

小
中
学
校
へ
配
布
し
ま
す
。

令和２年度令和２年度
勝山市戦没者追悼式勝山市戦没者追悼式

　新型コロナ
ウィルス感染
症対策のため、
今年の勝山市
戦没者追悼式は、式典は中止とし、
お参りいただく機会を作りました。
　すこやかに標柱を安置し、祭壇
を設けますので、ぜひこの機会に
お参りください。
と 　き▶７月13日㈪～ 16日㈭、
20日㈪～ 22日㈬、27日㈪、28
日㈫の午前９時～午後５時
ところ▶すこやか多目的ホール
問福祉・児童課（すこやか内）

☎87 ｰ 0777

成器南小学校での給食の様子

水芭蕉リニューアルイメージ図

勝山ニューホテル大浴場

山岸市長（左端）に消毒液などを寄贈す
る安居貴久理事長（左から２人目）

健
康
の
駅「
湯
っ
た
り
勝
山
」

温
泉
セ
ン
タ
ー
水
芭
蕉

長
期
休
業
の
お
知
ら
せ

長
期
休
業
の
お
知
ら
せ

　

水
芭
蕉
の
休
業
期
間
中
は
、
勝
山
ニ
ュ
ー

ホ
テ
ル
の
大
浴
場
を
宿
泊
客
以
外
に
も
開
放

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

休
業
期
間
▼
令
和
３
年
３
月
31
日

㈬
ま
で

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
策
が
十
分
に
と
れ
な
い
た

め
、
湯
っ
た
り
勝
山
を
長
期
休
業

し
ま
す
。

回
数
券
の
未
使
用
分
を
返
金

　

返
金
を
希
望
す
る
方
は
、
左
記

ま
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

準
備
物
▼
①
回
数
券（
未
使
用
分
）

②
印
鑑
③
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド

申
請
期
限
▼
令
和
３
年
３
月
31
日

㈬
※
未
使
用
分
は
、
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ

テ
ル
で
使
用
可

申
・
問
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か

内
）
☎
87
‐
０
８
８
８

休
業
期
間
▼
８
月
１
日
㈯
〜

12
月
上
旬
（
予
定
）

　

ロ
ビ
ー
な
ど
の
大
規
模
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
す
る
た
め
、

長
期
休
業
し
ま
す
。

問
商
工
観
光
・
ふ
る
さ
と
創
生
課

（
市
役
所
２
階
）☎88

‐
８
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蕉
の
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の
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ニ
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の
大
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場
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す
。
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▼
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〜
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▼
大
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０
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０
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）
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水
芭
蕉
の
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数
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高
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者
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０
０
円
割
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使
用
基
準
を
緩
和

　

７
月
１
日
か
ら
勝
山
市
版
「
新

し
い
生
活
様
式
」
が
更
新
さ
れ
、

各
公
共
施
設
の
使
用
基
準
も
少
し

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
危
険
な
場
所
に
い
る

人
は
、
避
難
す
る
こ
と
が
原
則
で

す
。

　

し
か
し
、
避
難
所
に
大
勢
の
人

が
集
ま
る
と
、
密
閉
・
密
集
・
密

接
の
３
密
状
態
が
発
生
し
、
感
染

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

市
は
、
災
害
発
生
時
に
感
染
症

対
策
を
と
っ
て
避
難
所
を
開
設
・

運
営
し
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

は
次
の
こ
と
を
念
頭
に
避
難
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
所
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
宅
の
中
で
も
よ
り
安
全

な
場
所
へ
行
く
「
自
宅
避
難
」
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

親
せ
き
や
友
人
宅
な
ど
、
避
難

を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
場
所
が
あ

れ
ば
、
そ
ち
ら
へ
の
避
難
も
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

問
監
理
・
防
災
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
２
５

　

６
月
25
日
、
災
害
発
生
時
に
避

難
所
を
開
設
す
る
職
員
に
対
し

て
、
感
染
を
避
け
る
避
難
所
運
営

方
法
の
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
は
、
防
護
服
の

着
脱
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置

な
ど
、
感
染
予
防
対
策
の
知
識
と

そ
の
実
施
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
山
い
こ
い
の
森
と
ジ

オ
ア
リ
ー
ナ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
、
各
小
中
学
校
の
体
育
館

の
貸
出
が
新
た
に
再
開
し
ま
し

た
。

　

７
月
１
日
に
再
開
し
た
、
ジ
オ

ア
リ
ー
ナ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
で
は
、
機
器
の
間
を
ビ
ニ
ー
ル

で
仕
切
る
対
策
を
取
り
ま
し
た
。

　

利
用
は
平
日
日
中
の
み
で
、
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
の
間
を
５
回

に
分
け
、
１
回
１
時
間
７
人
ま
で

の
入
替
制
、マ
ス
ク
は
基
本
着
用
、

機
器
使
用
後
は
使
用
者
が
消
毒
す

る
な
ど
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

再
開
初
回
は
６
人
の
利
用
者
が

あ
り
、
筋
ト
レ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な

ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

閉
鎖
以
前
は
週
３
回
利
用
し
て

い
た
60
代
の
女
性
利
用
者
は
「
以

前
は
２
時
間
か
け
て
い
た
が
１
時

間
で
は
物
足
り
な
い
。
ま
た
、
マ

ス
ク
を
し
て
運
動
す
る
の
は
少
し

つ
ら
い
。
そ
れ
で
も
久
々
に
友
人

と
運
動
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ど
の
公
共
施
設
も
、
ま
だ
ま
だ

制
限
が
か
か
っ
た
状
態
で
す
が
、

少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
生
活

に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
状
況
に
合
わ
せ
て
、
新

し
い
生
活
様
式
と
施
設
使
用
基
準

を
更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

感
染
症
ま
ん
延
中
の
避
難

感
染
避
け
る
避
難
所
運
営

開
設
市
職
員
が
学
ぶ

自
宅
が
安
全
で
あ
る
場
合

自
宅
で
の
避
難
が
困
難
な
場
合

再開したトレーニングルーム

持続可能なまちへ持続可能なまちへ

施設

自
宅
避
難
も
選
択
肢
に

防災

広報かつやま７月号 №788 　　 4



特集　ウィズコロナの時代を生きる

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

㈱
東
急
リ
ゾ
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サ
ー
ビ
ス
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
を
元
気
づ
け
た

い
と
、
冷
凍
豚
カ
ツ
２
４
０
８
枚

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

カ
ツ
は
、
６
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10
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11
日
に
各

小
学
校
の
給
食
で
、
し
ょ
う
ゆ
カ

ツ
丼
に
調
理
し
子
ど
も
た
ち
へ
提

供
し
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
、
勝
山
管
工
事
業
協

同
組
合
か
ら
、
非
接
触
型
体
温
計

を
12
本
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
５

ℓ
を
24
本
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
児
童
生
徒
用
に
各

小
中
学
校
へ
配
布
し
ま
す
。

令和２年度令和２年度
勝山市戦没者追悼式勝山市戦没者追悼式

　新型コロナ
ウィルス感染
症対策のため、
今年の勝山市
戦没者追悼式は、式典は中止とし、
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☎87 ｰ 0777
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勝山ニューホテル大浴場

山岸市長（左端）に消毒液などを寄贈す
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健
康
の
駅「
湯
っ
た
り
勝
山
」

温
泉
セ
ン
タ
ー
水
芭
蕉

長
期
休
業
の
お
知
ら
せ

長
期
休
業
の
お
知
ら
せ

　

水
芭
蕉
の
休
業
期
間
中
は
、
勝
山
ニ
ュ
ー

ホ
テ
ル
の
大
浴
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。
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３
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と
れ
な
い
た

め
、
湯
っ
た
り
勝
山
を
長
期
休
業

し
ま
す
。

回
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①
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③
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申
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期
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年
３
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31
日
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未
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分
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勝
山
ニ
ュ
ー
ホ

テ
ル
で
使
用
可
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す
こ
や
か
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☎
87
‐
０
８
８
８
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業
期
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８
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予
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な
ど
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ニ
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。
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光
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８
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蕉
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ニ
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の
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を
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で
き
ま
す
。
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使
用
基
準
を
緩
和

　

７
月
１
日
か
ら
勝
山
市
版
「
新

し
い
生
活
様
式
」
が
更
新
さ
れ
、

各
公
共
施
設
の
使
用
基
準
も
少
し

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
危
険
な
場
所
に
い
る

人
は
、
避
難
す
る
こ
と
が
原
則
で

す
。

　

し
か
し
、
避
難
所
に
大
勢
の
人

が
集
ま
る
と
、
密
閉
・
密
集
・
密

接
の
３
密
状
態
が
発
生
し
、
感
染

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

市
は
、
災
害
発
生
時
に
感
染
症

対
策
を
と
っ
て
避
難
所
を
開
設
・

運
営
し
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

は
次
の
こ
と
を
念
頭
に
避
難
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
所
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
宅
の
中
で
も
よ
り
安
全

な
場
所
へ
行
く
「
自
宅
避
難
」
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

親
せ
き
や
友
人
宅
な
ど
、
避
難

を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
場
所
が
あ

れ
ば
、
そ
ち
ら
へ
の
避
難
も
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

問
監
理
・
防
災
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
２
５

　

６
月
25
日
、
災
害
発
生
時
に
避

難
所
を
開
設
す
る
職
員
に
対
し

て
、
感
染
を
避
け
る
避
難
所
運
営

方
法
の
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
は
、
防
護
服
の

着
脱
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置

な
ど
、
感
染
予
防
対
策
の
知
識
と

そ
の
実
施
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
山
い
こ
い
の
森
と
ジ

オ
ア
リ
ー
ナ
の
ト
レ
ー
ニ
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グ

ル
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ム
、
各
小
中
学
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の
体
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の
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出
が
新
た
に
再
開
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し
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に
再
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、
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の
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で
は
、
機
器
の
間
を
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ル

で
仕
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を
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は
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中
の
み
で
、
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前
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５
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５
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、
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７
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は
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が
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の
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が
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す
。

　

再
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、
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や
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な
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に
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を
流
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。
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以
前
は
週
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の
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性
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は
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は
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が
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で
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な
い
。
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、
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を
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る
の
は
少
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い
。
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で
も
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に
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人

と
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で
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し
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っ
た
」
と
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し
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い
ま
し
た
。

　

ど
の
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も
、
ま
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限
が
か
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状
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で
す
が
、

少
し
ず
つ
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以
前
の
生
活

に
近
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い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
状
況
に
合
わ
せ
て
、
新

し
い
生
活
様
式
と
施
設
使
用
基
準

を
更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
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の
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の
ご
理
解
と
ご
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を
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ろ
し
く
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し
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す
。
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新
そ
ば
の
味
わ
い
そ
の
ま
ま
に

雪
室
そ
ば
７月17日㈮
提供開始

　

勝
山
市
雪
室
ブ
ラ
ン
ド
推
進
会

議
の
加
盟
店
舗
で
、
雪
室
で
貯
蔵

し
た
勝
山
産
の
そ
ば
の
実
を
使
っ

た
「
雪
室
そ
ば
」
の
提
供
が
始
ま

り
ま
す
。

　

劣
化
が
進
み
や
す
い
夏
場
に
、

雪
室
で
低
温
高
湿
度
で
貯
蔵
す
る

こ
と
に
よ
り
、
乾
燥
を
防
ぎ
、
そ

ば
の
色
や
風
味
、
鮮
度
を
保
っ
て

い
ま
す
。

雪
室
で
寝
か
せ
た
蕎
麦
を
ぜ
ひ
と

も
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
店
舗
の
雪
室
そ
ば
粉
が

な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

雪
室
そ
ば
粉
も

７
月
17
日
㈮
発
売
開
始

　

雪
室
で
貯
蔵
し
た
そ
ば
の
実

を
、
石
臼
で
挽
い
た
勝
山
産
雪
室

そ
ば
粉
を
販
売
し
ま
す
。
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

価　

格
▼
１
１
０
０
円（
税
込
み
・

送
料
別
）

販
売
数
▼
30
袋

申
・
問
勝
山
市
雪
室
ブ
ラ
ン
ド
推

進
会
議
事
務
局
（
ジ
オ
パ
ー
ク

ま
ち
づ
く
り
課
内
）

☎
88
‐
８
１
２
６

6月議会
　

６
月
定
例
市
議
会
が
６
月
９
日

〜
26
日
の
18
日
間
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
、
招
集
あ
い
さ
つ

の
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
触
れ
「
長
期

戦
に
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、

第
２
波
、
第
３
波
は
避
け
ら
れ
な

い
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
を

し
っ
か
り
見
据
え
、
そ
の
対
策
を

今
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

令
和
2
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
農

業
・
商
工
振
興
の
た
め
の
事
業
費
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
経
済
対

策
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に

向
け
た
各
種
調
査
費
、
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
１
人
１
台
Ｐ
Ｃ
の
実

現
に
向
け
た
整
備
、
小
中
学
校
の

空
調
設
備
設
置
な
ど
、
一
般
会
計

に
３
億
５
６
７
７
万
４
千
円
を
増

額
し
、
総
額
は
１
４
５
億
８
７
４

３
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
条
例

　

次
の
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

•
勝
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例

•
勝
山
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例

•
勝
山
市
手
数
料
条
例

•
勝
山
市
介
護
保
険
条
例

•
勝
山
市
水
道
水
源
保
護
条
例

◆
そ
の
他

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
と
育

英
資
金
特
別
会
計
、
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が

可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
３
議
案
が
可

決
、
陳
情
１
件
が
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

プレミアム付お食事券使えます

提供店舗一覧

食庵おり田 越前そば処 勝食

めん工房 きふね 手打ちそば 八助

手打ちそば どうせき 福彩り食堂 のむら屋

やく志屋 おいしい、ちよ鶴
1袋500g
6 ～ 7食分

7 　　 広報かつやま７月号 №788

県立恐竜博物館が

開館20周年

　

平
成
12
年
７
月
14
日
に
開
館
し

た
県
立
恐
竜
博
物
館
が
今
年
で
20

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

同
館
で
は
開
館
20
周
年
を
記
念

し
た
福
井
県
の
恐
竜
化
石
発
掘
調

査
の
成
果
を
紹
介
す
る
企
画
展
を

開
催
予
定
で
す
。

恐竜の森も20周年あなたの足跡　お渡しします
　県立恐竜博物館の開館に合わせて開園し
たかつやま恐竜の森（長尾山総合公園）で
は、園全体をメイン会場として「恐竜エキ
スポふくい２０００」が、開催されました。
　7月20日～ 9月17日の60日間の開催期
間に80万人以上が入場しました。

　「恐竜エキスポふくい2000」
開催期間中に採取した来場者
2000人のメモリアル足跡を、か
つやま恐竜の森開園20周年を記
念して、ご本人にお渡しします。
　引き渡し会場では、エキスポ
の写真を展示するなど、当時を
振り返る展示を行います。

　対象者には、当時伺った住所に往復はがきで通知してい
ますが、住所が変わっている方は下記までご連絡ください。

引渡期間▶8月8日㈯～ 23日㈰
　　　　　午前10時～午後3時
引渡会場▶トリケラトプス休憩所　特設ブース
　　　　　（かつやま恐竜の森内）

問都市建設課（市民会館2階）　☎88 ｰ 8107
WEBアルバムで当時の
写真をご覧ください

20年前のエキスポの様子20年前のエキスポの様子

広報かつやま７月号 №788 　　 6



新
そ
ば
の
味
わ
い
そ
の
ま
ま
に

雪
室
そ
ば
７月17日㈮
提供開始

　

勝
山
市
雪
室
ブ
ラ
ン
ド
推
進
会

議
の
加
盟
店
舗
で
、
雪
室
で
貯
蔵

し
た
勝
山
産
の
そ
ば
の
実
を
使
っ

た
「
雪
室
そ
ば
」
の
提
供
が
始
ま

り
ま
す
。

　

劣
化
が
進
み
や
す
い
夏
場
に
、

雪
室
で
低
温
高
湿
度
で
貯
蔵
す
る

こ
と
に
よ
り
、
乾
燥
を
防
ぎ
、
そ

ば
の
色
や
風
味
、
鮮
度
を
保
っ
て

い
ま
す
。

雪
室
で
寝
か
せ
た
蕎
麦
を
ぜ
ひ
と

も
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
店
舗
の
雪
室
そ
ば
粉
が

な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

雪
室
そ
ば
粉
も

７
月
17
日
㈮
発
売
開
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雪
室
で
貯
蔵
し
た
そ
ば
の
実

を
、
石
臼
で
挽
い
た
勝
山
産
雪
室

そ
ば
粉
を
販
売
し
ま
す
。
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

価　

格
▼
１
１
０
０
円（
税
込
み
・

送
料
別
）

販
売
数
▼
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袋

申
・
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勝
山
市
雪
室
ブ
ラ
ン
ド
推

進
会
議
事
務
局
（
ジ
オ
パ
ー
ク

ま
ち
づ
く
り
課
内
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☎
88
‐
８
１
２
６
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６
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６
月
９
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の
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。
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の
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ス
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染
症
対
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に
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い
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触
れ
「
長
期

戦
に
な
る
こ
と
は
必
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で
あ
り
、

第
２
波
、
第
３
波
は
避
け
ら
れ
な

い
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
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を

し
っ
か
り
見
据
え
、
そ
の
対
策
を

今
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ら
始
め
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け
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ば
な
ら
な
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」
と
述
べ
ま
し
た
。
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た
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容
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一
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会
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補
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予
算

　

令
和
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の
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会
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補
正

予
算
が
可
決
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ま
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た
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主
な
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ス
感
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業
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商
工
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の
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の
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、
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に
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る
地
域
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対

策
、
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ａ
ｒ
ｋ
‐
Ｐ
Ｆ
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導
入
に

向
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た
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、
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Ｃ
の
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現
に
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、
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中
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の

空
調
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置
な
ど
、
一
般
会
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に
３
億
５
６
７
７
万
４
千
円
を
増

額
し
、
総
額
は
１
４
５
億
８
７
４

３
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
条
例

　

次
の
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

•
勝
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例

•
勝
山
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例

•
勝
山
市
手
数
料
条
例

•
勝
山
市
介
護
保
険
条
例

•
勝
山
市
水
道
水
源
保
護
条
例

◆
そ
の
他

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
と
育

英
資
金
特
別
会
計
、
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が

可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
３
議
案
が
可

決
、
陳
情
１
件
が
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

プレミアム付お食事券使えます

提供店舗一覧

食庵おり田 越前そば処 勝食
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12
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月
14
日
に
開
館
し

た
県
立
恐
竜
博
物
館
が
今
年
で
20

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

同
館
で
は
開
館
20
周
年
を
記
念

し
た
福
井
県
の
恐
竜
化
石
発
掘
調

査
の
成
果
を
紹
介
す
る
企
画
展
を

開
催
予
定
で
す
。

恐竜の森も20周年あなたの足跡　お渡しします
　県立恐竜博物館の開館に合わせて開園し
たかつやま恐竜の森（長尾山総合公園）で
は、園全体をメイン会場として「恐竜エキ
スポふくい２０００」が、開催されました。
　7月20日～ 9月17日の60日間の開催期
間に80万人以上が入場しました。

　「恐竜エキスポふくい2000」
開催期間中に採取した来場者
2000人のメモリアル足跡を、か
つやま恐竜の森開園20周年を記
念して、ご本人にお渡しします。
　引き渡し会場では、エキスポ
の写真を展示するなど、当時を
振り返る展示を行います。

　対象者には、当時伺った住所に往復はがきで通知してい
ますが、住所が変わっている方は下記までご連絡ください。
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　　　　　（かつやま恐竜の森内）

問都市建設課（市民会館2階）　☎88 ｰ 8107
WEBアルバムで当時の
写真をご覧ください

20年前のエキスポの様子20年前のエキスポの様子

広報かつやま７月号 №788 　　 6



　

侵
略
的
外
来
種
は
、
次
の
よ
う

な
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

生
態
系
へ
の
影
響

　

在
来
種
の
す
む
場
所
を
奪
う
。

在
来
種
と
交
雑
す
る
。

人
の
生
命
・
身
体
へ
の
影
響

　

毒
や
ト
ゲ
が
あ
り
危
険
。

農
林
水
産
業
へ
の
影
響

　

繁
茂
し
て
用
水
路
を
ふ
さ
ぐ
。

　

県
内
で
は
次
の
よ
う
な
外
来
種

が
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
市
内
で
の
被
害
は
出
て
い

ま
せ
ん
が
、
問
題
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
地
域
を
守
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

平
泉
寺
町
に
あ
る
池
ヶ
原
湿
原

に
は
特
定
外
来
生
物
オ
オ
ハ
ン
ゴ

ン
ソ
ウ
が
生
育
し
、
貴
重
な
湿
地

性
植
物
か
ら
生
育
地
を
奪
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
や
市
内
企
業

は
、
毎
年
６
月
下
旬
に
除
去
作
業

を
行
い
、
外
来
種
の
拡
大
を
防
い

で
い
ま
す
。

　

侵
略
的
外
来
種
は
爆
発
的
に
増

殖
し
や
す
く
、
い
っ
た
ん
増
え
る

と
除
去
に
は
膨
大
な
費
用
と
労
力

が
か
か
り
ま
す
。

　

次
の
三
原
則
を
守
り
、
外
来
種

問
題
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

入
れ
な
い

　

悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

外
来
種
を
入
れ
な
け
れ
ば
問
題
は

起
き
ま
せ
ん
。

捨
て
な
い

　

入
れ
た
外
来
種
（
ペ
ッ
ト
や
観

葉
植
物
）
は
、
最
後
ま
で
適
切
に

管
理
（
捨
て
な
い
、逃
が
さ
な
い
、

放
さ
な
い
）
し
ま
し
ょ
う
。

拡
げ
な
い

　

す
で
に
野
外
に
定
着
し
て
い
る

外
来
種
は
、
未
定
着
地
域
に
拡
げ

な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

特定外来植物の
正しい除去方法

　特定外来植物は、放置する
と様々な被害を及ぼす恐れが
あり、必要に応じて防除を実
施する必要があります。
　防除の時期は、種子を作る
前が最適です。種子がついて
いる場合は、散布させないよ
う注意してください。

①根から引き抜く（掘り取り）
　根が残ると、しつこく再生
するので根気強く除去する。

② ごみ袋に入れ密閉し、日当
たりの良い場所などに数日
置く

③ 草が枯れたり腐ったりした
らごみ収集所に出す

外
来
種
が
起
こ
す
問
題

外
来
種
が
起
こ
す
問
題

外
来
種
か
ら
地
域
を
守
る

外
来
種
か
ら
地
域
を
守
る

外
来
種
問
題
を

未
然
に
防
ぐ
に
は

オオハンゴンソウ池ヶ原湿原での除去作業

問
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課

（
市
役
所
２
階
）☎

88
‐
８
１
２
６

監
修　

県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

外
来
種
被
害
予
防
三
原
則

ア
レ
チ
ウ
リ
（
永
平
寺
町
）

オ
オ
フ
サ
モ
（
あ
わ
ら
市
）

　

ク
ズ
の
よ
う
な
つ
る
性
の
植
物

で
田
畑
を
覆
う
。

　

繁
殖
力
の
強
い
水
草
で
用
水
路

を
ふ
さ
ぐ
。

9 　　 広報かつやま７月号 №788

外来種の侵略を

防   ぐ
　春にはミチノクフクジュソウ、初夏にはミズバショウ、秋には赤とんぼと　春にはミチノクフクジュソウ、初夏にはミズバショウ、秋には赤とんぼと
様々な動植物や風景を楽しむことができる勝山市。様々な動植物や風景を楽しむことができる勝山市。
　市内全域が日本ジオパークに認定されている、この豊かな自然環境を脅か　市内全域が日本ジオパークに認定されている、この豊かな自然環境を脅か
すものの一つに外来種問題があります。すものの一つに外来種問題があります。

　
「
人
の
活
動
に
よ
っ
て
本
来
の

分
布
域
の
外
の
国
や
地
域
に
導
入

（
移
動
）
さ
れ
た
生
物
種
」
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
対
し
て
、
本
来

の
分
布
域
に
生
息
・
生
育
す
る
生

物
を
在
来
種
と
い
い
ま
す
。

　

外
来
種
は
、
海
外
か
ら
日
本
に

持
ち
込
ま
れ
た
生
物
（
例　

セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
）
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
日
本
の
在
来
種
で

あ
っ
て
も
、
国
内
の
分
布
し
て
い

な
い
地
域
に
導
入
（
移
動
）
さ
れ

れ
ば
外
来
種
で
す
（
例　

赤
兎
山

頂
上
付
近
の
オ
オ
バ
コ
）。

　

外
来
種
の
中
に
は
、
農
作
物
や

家
畜
、
ペ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
私
た

ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
生
物
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
問
題
を
引
き
起
こ

す
も
の
は
、
特
に
侵
略
的
外
来
種

と
い
い
ま
す
。

　

外
来
種
に
よ
る
被
害
を
防
止
す

る
た
め
の
法
律
に
、
外
来
生
物
法

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
問
題
を
引
き

起
こ
す
外
来
種
を
「
特
定
外
来
生

物
」
と
し
て
指
定
し
、
飼
育
・
栽

培
、
運
搬
、
野
外
へ
の
放
出
な
ど

を
規
制
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
特
定
外
来
生
物
の
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
ま
す
が
、
栽
培
し
て
い

る
と
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
除
去
活
動
後
の
廃
棄
の

た
め
の
運
搬
も
規
制
対
象
で
す
。

そ
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ジ

オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
P
9
参
照
）

黄色い花を咲かせる黄色い花を咲かせる
セイタカアワダチソウセイタカアワダチソウ
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侵
略
的
外
来
種
は
、
次
の
よ
う

な
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

生
態
系
へ
の
影
響

　

在
来
種
の
す
む
場
所
を
奪
う
。

在
来
種
と
交
雑
す
る
。

人
の
生
命
・
身
体
へ
の
影
響

　

毒
や
ト
ゲ
が
あ
り
危
険
。

農
林
水
産
業
へ
の
影
響

　

繁
茂
し
て
用
水
路
を
ふ
さ
ぐ
。

　

県
内
で
は
次
の
よ
う
な
外
来
種

が
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
市
内
で
の
被
害
は
出
て
い

ま
せ
ん
が
、
問
題
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
地
域
を
守
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

平
泉
寺
町
に
あ
る
池
ヶ
原
湿
原

に
は
特
定
外
来
生
物
オ
オ
ハ
ン
ゴ

ン
ソ
ウ
が
生
育
し
、
貴
重
な
湿
地

性
植
物
か
ら
生
育
地
を
奪
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
や
市
内
企
業

は
、
毎
年
６
月
下
旬
に
除
去
作
業

を
行
い
、
外
来
種
の
拡
大
を
防
い

で
い
ま
す
。

　

侵
略
的
外
来
種
は
爆
発
的
に
増

殖
し
や
す
く
、
い
っ
た
ん
増
え
る

と
除
去
に
は
膨
大
な
費
用
と
労
力

が
か
か
り
ま
す
。

　

次
の
三
原
則
を
守
り
、
外
来
種

問
題
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

入
れ
な
い

　

悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

外
来
種
を
入
れ
な
け
れ
ば
問
題
は

起
き
ま
せ
ん
。

捨
て
な
い

　

入
れ
た
外
来
種
（
ペ
ッ
ト
や
観

葉
植
物
）
は
、
最
後
ま
で
適
切
に

管
理
（
捨
て
な
い
、逃
が
さ
な
い
、

放
さ
な
い
）
し
ま
し
ょ
う
。

拡
げ
な
い

　

す
で
に
野
外
に
定
着
し
て
い
る

外
来
種
は
、
未
定
着
地
域
に
拡
げ

な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

特定外来植物の
正しい除去方法

　特定外来植物は、放置する
と様々な被害を及ぼす恐れが
あり、必要に応じて防除を実
施する必要があります。
　防除の時期は、種子を作る
前が最適です。種子がついて
いる場合は、散布させないよ
う注意してください。

①根から引き抜く（掘り取り）
　根が残ると、しつこく再生
するので根気強く除去する。

② ごみ袋に入れ密閉し、日当
たりの良い場所などに数日
置く

③ 草が枯れたり腐ったりした
らごみ収集所に出す

外
来
種
が
起
こ
す
問
題

外
来
種
が
起
こ
す
問
題

外
来
種
か
ら
地
域
を
守
る

外
来
種
か
ら
地
域
を
守
る

外
来
種
問
題
を

未
然
に
防
ぐ
に
は

オオハンゴンソウ池ヶ原湿原での除去作業

問
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課

（
市
役
所
２
階
）☎88

‐
８
１
２
６

監
修　

県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

外
来
種
被
害
予
防
三
原
則

ア
レ
チ
ウ
リ
（
永
平
寺
町
）

オ
オ
フ
サ
モ
（
あ
わ
ら
市
）

　

ク
ズ
の
よ
う
な
つ
る
性
の
植
物

で
田
畑
を
覆
う
。

　

繁
殖
力
の
強
い
水
草
で
用
水
路

を
ふ
さ
ぐ
。
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外来種の侵略を

防   ぐ
　春にはミチノクフクジュソウ、初夏にはミズバショウ、秋には赤とんぼと　春にはミチノクフクジュソウ、初夏にはミズバショウ、秋には赤とんぼと
様々な動植物や風景を楽しむことができる勝山市。様々な動植物や風景を楽しむことができる勝山市。
　市内全域が日本ジオパークに認定されている、この豊かな自然環境を脅か　市内全域が日本ジオパークに認定されている、この豊かな自然環境を脅か
すものの一つに外来種問題があります。すものの一つに外来種問題があります。

　
「
人
の
活
動
に
よ
っ
て
本
来
の

分
布
域
の
外
の
国
や
地
域
に
導
入

（
移
動
）
さ
れ
た
生
物
種
」
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
対
し
て
、
本
来

の
分
布
域
に
生
息
・
生
育
す
る
生

物
を
在
来
種
と
い
い
ま
す
。

　

外
来
種
は
、
海
外
か
ら
日
本
に

持
ち
込
ま
れ
た
生
物
（
例　

セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
）
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
日
本
の
在
来
種
で

あ
っ
て
も
、
国
内
の
分
布
し
て
い

な
い
地
域
に
導
入
（
移
動
）
さ
れ

れ
ば
外
来
種
で
す
（
例　

赤
兎
山

頂
上
付
近
の
オ
オ
バ
コ
）。

　

外
来
種
の
中
に
は
、
農
作
物
や

家
畜
、
ペ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
私
た

ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
生
物
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
問
題
を
引
き
起
こ

す
も
の
は
、
特
に
侵
略
的
外
来
種

と
い
い
ま
す
。

　

外
来
種
に
よ
る
被
害
を
防
止
す

る
た
め
の
法
律
に
、
外
来
生
物
法

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
問
題
を
引
き

起
こ
す
外
来
種
を
「
特
定
外
来
生

物
」
と
し
て
指
定
し
、
飼
育
・
栽

培
、
運
搬
、
野
外
へ
の
放
出
な
ど

を
規
制
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
特
定
外
来
生
物
の
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
ま
す
が
、
栽
培
し
て
い

る
と
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
除
去
活
動
後
の
廃
棄
の

た
め
の
運
搬
も
規
制
対
象
で
す
。

そ
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ジ

オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
P
9
参
照
）

黄色い花を咲かせる黄色い花を咲かせる
セイタカアワダチソウセイタカアワダチソウ

外
来
種
と
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法
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る
規
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